
体育学研究科 体育学専攻 博士前期課程 開設科目一覧 ※（数字）内は単位数

体育スポーツ文化・社会科学特論 (2) スポーツマネジメント特論 (2) トレーニング科学特論A (2) 健康スポーツ医科学特論A (2) 身体教育・健康教育学A (2) コーチング学特論 (2)
体育スポーツ文化・社会科学研究法 (2) スポーツマネジメント研究法 (2) トレーニング科学特論B (2) 健康スポーツ医科学特論B (2) 身体教育・健康教育学B (2) コーチング学研究法 (2)
体育スポーツ文化・社会科学演習 (2) スポーツマネジメント演習 (2) トレーニング科学研究法 (2) 健康スポーツ医科学研究法 (2) 身体教育・健康教育学研究法 (2) コーチング学演習Ⅰ (2)

コーチ育成論Ⅰ (2)
スポーツ史特論 (2) トップスポーツマネジメント特論 (2) トレーニング学特論 (2) 運動衛生学特論 (2) 身体教育学特論 (2) スポーツの危機管理ｱﾝﾁﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞを含む） (2)
スポーツ人類学特論 (2) スポーツクラブマネジメント特論 (2) スポーツ生理学特論 (2) スポーツ医学特論 (2) 健康教育学特論 (2) コーチングのエスノグラフィー (2)
スポーツ哲学特論 (2) 健康スポーツマネジメント特論 (2) アスレティックトレーニング学特論 (2) 運動生理学特論 (2) 学校保健学特論 (2) コーチングのバイオメカニクス (2)
スポーツ社会学特論 (2) トップスポーツマネジメント特論演習 (2) スポーツ栄養学特論 (2) 発育発達特論 (2) 公衆衛生学特論 (2) スポーツ戦術論 (2)
スポーツ史特論演習 (2) スポーツクラブマネジメント特論演習 (2) スポーツバイオメカニクス特論 (2) 機能解剖学特論 (2) 養護教諭特論 (2) 個人型スポーツコーチング論 (2)
スポーツ人類学特論演習 (2) 健康スポーツマネジメント特論演習 (2) スポーツ心理学特論 (2) 分子運動生理学特論 (2) インクルーシブ体育特論 (2) 対人型スポーツコーチング論 (2)
スポーツ哲学特論演習 (2) スポーツ政策学特論 (2) 競技力向上サポート特論 (2) スポーツ損傷特論 (2) 教育心理学特論 (2) チーム型スポーツコーチング論 (2)
スポーツ社会学特論演習 (2) スポーツマーケティング特論 (2) 教育制度学特論 (2) 競技者体力学特論 (2)
武道学特論 (2) 経営戦略特論 (2) 授業づくり特論A (2) コーチング学演習Ⅱ (2)

授業づくり特論B (2) コーチング実践演習Ⅰプラクティカム） (2)
授業づくり特論C (2) コーチング実践演習Ⅱプラクティカム） (2)
授業づくり特論D (2) コーチのための英語コミュニケーション (2)
プラクティカムⅠ (1) コーチ育成論Ⅱ (2)
プラクティカムⅠ養護） (1) パフォーマンス分析特論 (2)
プラクティカムⅡ (1)
プラクティカムⅡ養護） (1)
プラクティカムⅢ (1)
プラクティカムⅢ養護） (1)
プラクティカムⅣ (1)
プラクティカムⅣ養護） (1)
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体育スポーツ科学研究法（2）　　　　　　　　　研究報告演習（2）
体育スポーツ科学論A（2）　　　　　体育スポーツ科学論B（2）　　　　体育スポーツ科学論C（2）　
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修了要件）
＜体育科学学位プログラム、コーチング科学学位プログラム＞
2年以上在学し、各学位プログラムが定める修了に必要な授業科目を30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格することとする。

＜体育実践学学位プログラム、コーチング実践学学位プログラム＞
2年以上在学し、各学位プログラムが定める修了に必要な授業科目を30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文に代わる実践の場における課題についての研究成果（実践課題学期小論文）の審査に合格するこ
ととする。

履修方法）
＜体育科学学位プログラム、体育実践学学位プログラム＞
①体育スポーツ文化社会学コース、スポーツマネジメントコース、トレーニング科学コース、健康スポーツ医科学コースに所属する学生は、共通科目を10単位、所属するコースの基礎科目を6単位、展開科目の中から10単位以上、研
究指導科目を4単位の計30単位以上修得すること。
なお、展開科目については他の学位プログラム又はコースの展開科目（身体教育・健康教育コースの選択2～5を除く）を履修し、単位を修得することができる。
②身体教育・健康教育コースに所属する学生は、共通科目を10単位、所属するコースの基礎科目を6単位、展開科目の選択1から6単位以上、選択2から1単位以上、選択3から1単位以上、選択4から1単位以上、選択5から1単位以上、研
究指導科目を4単位の計30単位以上修得すること。
なお、展開科目については他の学位プログラム又はコースの展開科目を履修し、単位を修得することができる。

＜コーチング科学学位プログラム、コーチング実践学学位プログラム＞
共通科目を10単位、所属する学位プログラムの基礎科目を8単位、展開科目の中から8単位以上、研究指導科目を4単位の計30単位以上修得すること。
なお、展開科目については他の学位プログラムのコースの展開科目身体教育・健康教育コースの選択2～5を除く）を履修することができる。
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研究指導Ⅰ（2）　　　　　　　研究指導Ⅱ（2）
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他の学位プログラムあるいは他のコースの展開科目（一部の科目を除く）を

履修することができます。


